








































































（農林省農務局、1926 年〈大正 15〉11 月、以下 B）
が、また補巻 1（特殊小作慣行に関する資料、1973
年）には「旧南部領ニ於ケル名子及之ニ類似ノ制度」
（農林省農務局、1936 年〈昭和 11〉1 月、以下 C）、
「本邦ニ於ケル刈分小作」（農林省農務局、1934 年〈昭







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































制限は 1677 年（延宝 5）には 5貫文（50 石）を上限、
また 1712 年（正徳 2）・1719 年（享保 4）新百姓 1貫
文（それ以下を認めない）を原則としていたが、
1719 年、浜方に関しては 1 文、2 文でも百姓立を認
め、1731 年（享保 16）には 500 文以上に緩和し、
1760 年（宝暦 10）以降 500 文以下でも差し支えない
























































































































































































散」（『成蹊大学経済学部論集』19 巻 2 号、成蹊大学経
済学部学会編集・発行、1989 年）
木下彰『名子遺制の構造とその崩壊』（御茶の水書房、1979
年）
土屋喬雄編『大正十年府県別小作慣行調査集成』上（栗田
書店、1942 年、その後象山社、1982 年復刻）
戸谷敏之『近世農業経営史論』（日本評論社、1949 年）
農地制度資料集成編纂委員会編『農地制度資料集成』第 1
巻（御茶の水書房、1970 年）
農地制度資料集成編纂委員会編『農地制度資料集成』補巻 1
（御茶の水書房、1973 年）
細井計『近世東北農村史の研究』（東洋書院、2002 年）
松永伍一編『近代民衆の記録』1農民（新人物往来社、1972
年）
森嘉兵衛『日本僻地の史的研究』上巻・下巻（法政大学出
版局、1969・70 年）
森嘉兵衛『奥羽名子制度の研究』（『森嘉兵衛著作集』第 5
巻、法政大学出版局、1984 年）
渡辺信夫「村方地主の成立とその構造―岩手県東磐井郡金
家の場合」（『東北大学文学部東北文化研究室紀要』2、
1960 年）。
